
 

４．計画の推進 

南城市における計画の進捗をマネジメント（管理）する主体は、「南城市地域公共交通会議」です。 

本計画は、以下に示す取組推進の考え方に基づき、行政と住民がともに公共交通に対する意識を共有化し、単

に評価をすることに留まらず、より良い地域公共交通への改善に向けて官民協働のもと取り組むことを目的とし

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

「南城市地域公共交通会議」のもと、地域が一体となった取組推進を図るため、「（仮称）なんじょう交通まちづ

くりパートナーシップ」を立ち上げ、行政と交通事業者のみならず、観光や福祉などの分野と情報共有・意見交換

を行いつつ、官民が連携した公共交通の取組を推進します。 

なお、「（仮称）なんじょう交通まちづくりパートナーシップ」は、本計画の「マネジメント・モニタリングチーム」の

役割を担います。進捗管理にあたっては、キャッシュレス決済や、乗降カメラ等で収集されるモビリティデータも

活用し、データに基づいた施策を推進します。 

また、計画の進捗管理のみならず、改善に向けて今後の公共交通のあり方や、次年度以降の取組についての検

討も継続的に実施します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

南城市地域公共交通計画 概要版 

 

本計画は、市民、企業、交通事業者、南城市の役割分担のもと、地域が連携して公共交通を維持し、そのための利用

促進や利便性向上を図るために作成しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．計画の概要 

1-１.対象区域 

本計画は、南城市全域を対象とします。 

 

1-２.計画期間 

本計画の計画期間は、2026（令和８）年から2030（令和 12）年の5 年間とします。 

 

２．地域交通が目指す姿 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

南城市地域公共交通会議 

（仮称）なんじょう交通まちづくりパートナーシップ 

報告 評価 

市民 

大学・学校 

交通事業者 

民間企業 

行政 

ネットワーク 

WG 

イベント 

WG 

観光おもてなし 

WG 

拠点にぎわい 

WG 

●● 

WG 

【構成員】 

学校 MM 

WG 

●市中央部（IC 周辺）の先導的都市拠点（中核地）を核に、公共交通網を形成。 

●南部東道路や那覇空港自動車道を介して、那覇空港などの市外を連絡。 

●中核地（バスターミナル）と那覇市等の市外を路線バスで連絡。 

●大里地域から、市外（隣接自治体）への交通結節点へNバス等で連絡。 

●市内は、中核地（バスターミナル）と市内の各拠点間を結ぶ Nバスで連絡。 

●路線バス、Nバスでの対応が難しいエリアの移動は、「おでかけなんじぃ」が担う。 

 

 

交通事業者の役割 
 
・公共交通の安心・安全な

運行 

・公共交通の利便性向上 

・公共交通の魅力、信頼づ

くり 
 

南城市の役割 
 
・施策の立案 

・市民、企業、交通事業者

の連携推進 

・公共交通サービス提供の

支援 

 

 

企業の役割 
 
・公共交通の積極的な利

活用 

・公共交通に関する施策へ

の参画 

 

市民の役割 
 
・公共交通への関心・理解

を深め利用 

・ニーズの発信 

・公共交通に関する取組へ

の参画 

基本理念 

暮らしを支え、 

にぎわいを生み出し、 

まちのみんなで未来へつなぐ

持続可能な公共交通 

取組推進の考え方 

 
 

●まちのみんなで公共交通を守

り、育てていく 

 地域（住民・利用者・企業等）が主

体的にかかわる取組を推進 

 

●共創による公共交通の利活用 

 教育、福祉、観光、商業など様々

な分野と共創により取組を推進 

市民等

交通事業者

〇施策の立案
〇市民、企業、交通事業者の連携推進
〇公共交通サービス提供の支援

〇公共交通の安心・安全な運行
〇公共交通の利便性向上
〇公共交通の魅力、信頼づくり

南城市
地域公共交通会議

〇公共交通への関心・理解を深め利用
〇ニーズの発信
〇公共交通に関する取組への参画

企業

〇公共交通の積極的な利活用
〇公共交通に関する施策への参画



 

３．南城市地域公共交通計画の体系 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【施策メニューと取組】 【評価指標】 【課題】 【基本方針】 

観点①公共交通軸と拠点の充実・保証 

観点③持続可能性・実現可能性の確保 

課題② 

市内外の移動ニーズに応じ

た交通網の見直し 

課題③ 

移動制約者への交通手段

の提供 

課題④ 

地域交通の利用促進に向

けた利便性向上 

基本方針① 

拠点の機能強化ととも

に、拠点間の連絡を強

化する 

基本方針② 

移動制約者が安心して

移動できる環境を整え

る 

基本方針③ 

将来を見据えながら、

地域とともに利活用を

通じて公共交通を支え

ていく 

観点②「交通空白」における移動の確保 

課題① 

基幹軸・交通拠点の形成・

強化 

課題⑤ 

将来を見据えた地域交通

の確保・維持・改善 

施策１－１：交通結節点の整備・充実 

施策１－２：那覇空港など市外の交通結節点との連絡強化 

施策１－４：交通拠点等における二次交通の充実 

施策１－５：交通拠点における待合環境の充実 

施策１－３：市内のバス路線網の充実・改善 

施策２－１：デマンド交通の継続運行 

施策２－２：Nバスの継続運行 

施策３－１：公共交通を利用し、拠点に人が集まる仕組みづくり 

施策３－２：公共交通の利便性向上策の推進 

施策３－３：モビリティ・マネジメント等の利用促進策の実施 

施策３－４：地域との協働による公共交通の維持・確保 

施策２－３：久高航路の継続運行 

施策２－４：地域の互助・共助による新たな移動利便性向上策の検討 

施策２－５：「交通空白」解消に向けた取組の検討・実施 

中心拠点発の運行本数を確保できて
いる時間（路線バス・N バス） 

中心拠点の利用者数（路線バス・Nバ
ス） 

公共交通の利用率 

高齢者の外出頻度 

公共交通の利用者数（おでかけなん
じぃ・N バス） 

バス通学をする日がある高校生の割
合 

満足度（路線バス・N バス） 

公共交通への財政負担額 

おでかけなんじぃの１便当たりの利
用者数 

おでかけなんじぃの２０歳以上の市
民一人当たりの財政負担額 


